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本州西南部に身けるニジユヲヤホシテントヲの
分布に関する新知見骨
安 江安 宜
I 
::.~ユウヤホシテ γ トウ Epilachna f.戸J1$a(HERBST) =Syn. E.ゅaffaorientali$ DIEKE 
の我固にたける地種的分布については， とれが近似種オオ::=.;)ユウヤホシテシトウ Epi.
lachna vigintioctomaculata MOTSCHULSKYとともに近年来多くの人々により圏内各地に
たいて調査がたされてきた結果，との両種昆虫の分布扶態がかたり精細に判明してぎてい
る.とれらの資料を遁賞すると大体年平均質温 13.50C-，14"Cの等温線を境界として，と
れより高温の地域には前者が，とれより低温の地域には後者がそれぞれ棲息地域をたがい
に違えて分布しているというととがで含る.とのととは今を去る30年前最初にとれを提唱
した高橋奨(1-2)の争訟を実によく裏聖書きしたものであって，氏の高見にたいしては深〈敬
意を表せざるをえ君主い.
ヲたに注目すペ台は渡辺(~)は支那大陸，特に華北に沿いてはオオ=ジユウヤホシテシトウ
の分布は年平均気温 140C等温線よりも低温の地帯でその南進が止まっている事実から，
骸種の活動期間であるととろの5月より10月までの月平均気温〈同氏はとれを「夏期平均
気温」と呼ぶ)210C等温線を指標としてとる方が，散種の実際の分布とよく一致して適
当であると云う生態学的にみて興味深い意見を発表した.同氏はついで1951年日本昆虫学
会第11回大会に沿いてオオ=クユウヤホシテシトウの場合と同様の理由から夏期平均気温
210C等温線をもって=ジユウヤホシテシトウの分布北隈(4)"とした.
両種マグラテシトウ類に関する上記高橋，渡辺らの分布境界線を本州についてみれば両
者は殆A.Jど一致して沿札高橋は日本海に浮ぶ隠岐群島を氏の境界線以南に入れ，渡辺は
氏の境界線の南北に，ある一定の幅(土O.50C...1. OOC) (止めをみとめて，向島をその北側
に属せしめている(第1図参照).
1. 
本州にたける=ジユウヤホシテントウの日本海市岸にゐける分布について，高橋〈曹)は境
界線以北にたける唯一の例外として幅井県敦賀市を本種の棲息地にあげているが，とれ以
外では島根県浜田市の刺防にあたる江1河口の那賀君阿見江樟附近をもって両種マグラ
テシトウの分布境界とみなした.
しかしながら，私は先年∞各地産の標本並に文献について探索した結巣，.:::.ジユウヤホ
シテγ トウは上記の分布北隈より以北の日本海沿岸59"所の地点で構息している事実を知
ったので，将来石川県南部から以南の北陸山陰地方では術発見の可能性あるととを指摘し
ておいたのであるの.
* -q-~ラテ V トウ婁ø.K関する研究第2報
c.学研究第43~ 停 1 号 45→9頁 1955) (45) 
その後私は石川県能登牛島より島根県出雲地方まで前後6固にわたる実地調査及その他
の資料を基礎にして，合計13地点に本種が分布しているととを新たに確認したので，今そ
の結果を共に掲げる.
日本海泊岸におけるZジユウヤホシテントウの新分布地点
1.島根県簸川郡大枇町 (1947，岡本大二郎採集)
2.島根県松江市(1948，鈴木重1憤，四方俊一採集;1949，岡本大二郎採集;
1953，近木英哉確認、)
:l.鳥取県鳥取市 (1951，水谷義清採集;1952，安江安宜採集)
4.兵庫県豊岡市(1953，安江安宜採集〉
5.兵庫県養父郡八鹿町 (1952，M田和雄採集〉
6.京都府竹野郡網野町(1953，安江安宜採集)
7.京都府福知山市(1953，安江安宜採集3
8.京都府綾部市(1953，安江安宜採集〉
9.京都府加佐郡白良村(1953，安江安宜採集〉
1Q.京都府舞蕗市(1952，永本二郎採集;1953，安江安宜採集)
1.幅井県敦賀市(1932，高橋奨発表;1954，安江安宣採集〉
12.福井県武生市(旧吉野村) (1933，武生東小学校採集;山田保治確認、〉
13.石川県江沼郡山中町 (1918，John E. A. Lewis採集う
以上各地点について精しいととは後報にゆづるが，ただ最後の加賀山中温泉では1918年
7月8日に本邦甲虫類研究家として有名であった JohnLewisが採集したもので，との
標本は現在京都大学農学部昆虫学研究室に保存されている. もっともとのラペルには同氏
の流儀にしたがって現在ではオオ=ジユウヤホシテγ トウに用いられている Epilachna
vigintioctomaculata怠る学名がつけてるる.私は1954年7月上旬に同地附近を調査してみ
たが，遂に本種の棲息を再確認するととはできなかった.けれども信頼すべき Lewisの
標本が明らかにある以上は現在のととろ，石川県山中町をもって本種の，日本海市岸地方に
ゐりる最北限とし君主ければ怒らぬ.
因みに山中町の年平均気温(最高最低気温の平均値，したがって乙の数値は理科年表，
本邦気候表主主どにのっている年平均気温よりも約O.50Cほど高温をしめず〉は中央気象台
の気温報告fめによると 140Cであ !i，との気温はかつて私が同一盛準にもとづいて論じた
岡山県内にゐりる分布調査仰の結果と照会しても，当然ユジュウヤホシテントウの棲息、は
可能とゐもわれる.いづれにしても本置が本州日本海沿岸に沿いてとれまで一般に信ぜら
れていた北現よりも，はるか北方にまで分布しているととはもはや確かな事実であると考
えざるをえない.
とれと同様のととは本州のみ放ちゃ朝鮮についてもいえる.即ち渡辺仰はその分布境界
線を済:州島北側の朝鮮海峡rc.引いてv.、るが，との練より北方に位置する朝鮮半島の西南部
には明らかに本積が棲息している事実を岡本【10)の教示によって知るととができた.即ち
同氏は全羅南道の木浦にたいて193&年9月6自に雑草のイヌホホズキからとれを多数採集
してたり，また中山(ll)は多島海にある珍島から，吉野【¥2】は木浦北方の威平面箕閤里より
本種を記録している(第1図参照).
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ニジユウヤホシテYトウ EpilachnaゆGTSa (H盟国5or)に関す
る高橋，渡辺の分布北限線以北における新分布地点 ・印
II. 
戎に本州にたける両種マグララぞシトウ類の分布境界糠は高橋町渡辺仰にしたがうと本
州の最西端以外では明らかに中央脊綾山肱の東南斜面， 1Mち太平洋側を走ってたり，私も
岡山県内についてとのととを確認した∞.
しか1，.，その後近畿中国の各地方を採集しているうちに，近畿西部の一部に3ないては従
来の定説とは相違しτ，エジユウヤホシテシトウが太平洋岸より日本海岸まで連続して分
布し℃いる事実を認めたので，さらに目下調査を継続中であるが一応とζに報告するとと
にしたい.いまとれらの採集地点をあげると次の如くである.
加古川ー由頁川低地格における=ジユウヤホタテントウの新分布地点
1.兵庫県高砂市(1954，安江安宜採集〉
2.兵庫県加古川市(1954，安江安宜採集〉
3.兵庫県加東郡河合村栗生(1954，安江安宜採集)
4.兵庫県多事閣官篠山町(1952，先同久二堆確認、)
5.兵庫県多紀郡草山村(1953，奥谷積一確認〉
6.兵庫県氷上郡久下村谷.JI[(1953，安江安宜採集〉
7.兵庫県氷上郡柏原町 (1950，1951，山本義丸採集)
8.兵庫県氷上郡幸世村(1952，jitJ同和雄採集〉
9.兵庫県氷上郡生郷村(1952，山本義夫採集)
10.兵庫県)}<.1:郡竹田村 (1952，山本義夫採集)
1.京都府繭知山市(1953，安江安宜採集〉
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12，京都府綾部市(19日，安江安宜採集〉
13.京都府加佐郡白良村 09.日，安江安宜採集〉
即ち潮戸内海に注ぐ加古川水系にたける本種の確認地点は上記 No.l-No. 8までの8
Jr所であり，日本海若狭湾に注ぐ由良川水系に属するのは No.lQ-No. 13の4Jr所であ
る.とれによってみると本種は本地域に3ないで，とれまでの所謂境界線たるものを東西に
分断して，南は加古川河口から北は由良川河口にいたるまで連続的に棲息しているものと
みて差支えたいと私は考える.たたとの13地点のいづれの箇所に沿いても今までのととろ
オオ=ジユウヤホシテy トウは発見されてい友い.
本地域について興味のあるととは太平洋と日本海をわかっ分水嶺は上記採集地点 No.9
4タザト 4ソウ
の兵庫県氷上郡生郷村にある国鉄稿知山線石負駅附近にあって，地理調査所5万分之1地
形図「篠山」図幅によって判読すれば，との地点は標高僅か9Om.の水田地帯である.と
の分水嶺は青森県から山口県まで本州を縦断して走っている中央脊稜山服の分水嶺のなか
では最も低<，分水嶺とは云え，現地の地形は全くの平地であって全国でも珍らしい景観
を呈している.
との本州唯一の低地帯に市うて平地性の昆虫である=ジユウヤホシテγ トウが披自主主〈
分布しているととは全く注目に値するととであるが，試みに両河川水系に属する各地(高
砂，西脇，篠山，柏原，幅知山，綾部，河守)の年平均気温(最高最低気温の平均値〉
を「気温報告」仰についてみると，いづれも 13.50C-15.20Cの範囲にあり，また渡辺仰
の夏期平均気温をとれば 21.20C-22.70C*の範囲にあって，本檀がとの地域に棲息する
ととは理論的にも当然でるるといえる.念のためとの論文で私自身によって採集されたも
のはすべて茄子を加害中のものであったととを附肥する.
IV 
1. ""'"ジユウヤホシテγ トウ Epilachnasparsa (H四国T)の本州日本海沿岸にたける
分布北限はとれまで一般には敦賀市のみを例外として島根県浜岡市附近までとされていた
が，新たに石川県南部から以南の日本海沿岸各地の平野にたいて合計13地点で本唖が棲息
している事実を確認、した.
2.瀬戸内海に注ぐ兵庫県加古川河口から日本海若秩湾に注ぐ京都府由良11可口に至る
所謂加古川ー由良川低地帯にたいては，とれまでの定設に反し=ジユウヤホシテントウが
本州の太平洋岸から日本海岸まで連続的に分布している新事実を確認した
3.結論として本州に沿いて新しく判明した前項の2事例と，朝鮮半島西南部に本種が
棲息しているととより考察し，永年学界に信ぜられてt!た=ジユウヤホシテシトウの分布
境界綿問題はととに再検討を必要とするものと考える.
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本研賞については絶え守御指導を賜った岡山大学農学部司祭川忠吉教授並に本文中に引用
させて頂いた多くの方荷の御厚意に厚く御礼申上げる.向本種の分布ととれが気候的要因
との関係については将来精しく論守る積りであるから今回は速報的に只新事実だけをのペ
るに止めたとの研究要旨は 1952年日本昆虫学会第12回大会(盛岡市)， 1954年日本動物
学会中国四国支部第8回例会(岡山市)，周年日本昆虫学会中国支部第2回例会(岡山市)
にたいて既に発表済である.
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